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1 はじめに
13世紀英国の中西部でAncrene Wisseという修道女の守るべき規則を教示

する書物があらわされ、英語で書かれた9写本が現在まで伝わっている。Tokyo

Medieval Manuscript Reading Group1では、これらの中から重要な4写本を選

び、特にCambridge, Corpus Christi College MS 402写本を中心として1行ごと

にパラレルに並べた異写本パラレステキストを完成させ、2003年と2005年

に2巻本として出版した（Kubouchi and Ikegami, 2003, 2005）。それに引き続

き、Ancrene Wisseと同じ言語でかかれていると考えられてきたKatherine

Groupに属する一連の聖女伝―St. Katherine、St. Margaret、St. Juliana、
Hali Mei=had―についても同様に、Oxford, Bodleian Library MS Bodley 34を

中心とした3写本の異写本パラレルテキストを編集し、2011年に出版するこ

とができた（Ono and Scahill, 2011）。このAncrene WisseとKatherine Group

が書かれている言語は、それぞれA言語、B言語、また合わせてAB言語と呼

ばれ、Tolkien（1929）は均質な方言であったと指摘した。これらの作品群の

中で、通例Katherine Groupに入るとされているアレゴリカルなキリスト教

説話のSawles Warde（以下ではSWと省略）のみが未だパラレルテキストに

編集されていないことから、AB言語の比較研究を進めるためにも、SWの異

写本パラレルテキストの作成は急務である。幸い、成蹊大学の2012年度から

2014年度の研究助成プロジェクトとして本研究が採択され、異写本パラレル

テキスト研究遂行することができるようになった。初年度の2012年度の研究

成果の中間報告を研究責任者として以下に述べたい2。

－45－

1 1980年代初期より久保内端郎東京大学名誉教授を代表として中世英語の写本を研

究している。

2 本研究の研究課題は、「英国初期中英語宗教散文 Sawles Warde及びWooing

Groupの異写本パラレルテキスト研究」（研究責任者：田辺春美）である。共同研



2 SWの写本
SWは以下の3写本に残されている。

Oxford, Bodleian Library MS Bodley 34, ff. 71v-80v (B)

London, British Library, Royal 17 A.xxvii. ff. 1r-10v (R)

London, British Library, Cotton Titus D.xviii. 105v-112v (T)

これらの写本の作成年代は、B写本とR写本が1225年、T写本は1250年頃と

推定される（cf. MED）。B写本は、他のKatherine Groupの作品がすべて収

録されていることや使用されている言語がAncrene Wisseが書かれたA言語

と類似していることなどから、3写本の中で最も重要とされる。ただし、B

写本には欠落している部分があり、その部分は通例R写本（ff. 10r3－10v23）

から補完している。

3 SWの異写本パラレルテキストの編集方針とサンプル
1で既に述べたように、Katherine Groupの他の作品はすでに3写本がパラ

レルテキストに編集され、Ono and Scahill（2011）として刊行されているこ

とから、SWの異写本パラレルテキストも同様な方針で編集を行う。すなわ

ち、B写本をベースとして、他の2写本が対応するようにパラレルに行を並べ

る。また、出来る限り写本と同じ状態を再現すべく、文字だけでなく句読点

も正確に記録しdiplomaticなテキストになるよう編集する。その際には、オ

リジナルの写字生の書いたものを残すようにし、オリジナルの写字生以外の

同時代の写字生や後の時代に写字生の書き残した文字や句読点は採用しない

こととする。次に、SWパラレルテキストの冒頭2行をサンプルとして示す。

－46－

田辺春美　Sawles Wardeの異写本パラレルテキスト研究：中間報告

究者は、John Scahill（Insearch講師, Sydney）、小野祥子（東京女子大学教授）、

島崎里子（昭和女子大学准教授）の 3名である。この他に、Tokyo Medieval

Manuscript Groupのメンバーとして、池上恵子（成城大学短期大学部名誉教授）

と狩野晃一（駒澤大学講師）も協力している。本報告書に述べられている研究結

果は、上記の共同研究者と研究協力者すべての貢献により得られたものである。



B  72r03, R 1r04, T 105va05  

B  Ure lauerd i%þe godspel teacheðus þurh a%bisne . hu we  

R  $V$re lauerd i þe godspel tea/cheðus þurh a bisne . hu we 

T  $V$re lauerd i þe Godspel leareðus & / teacheðþurh a forbisne . hu we / 

B  72r04, R 1r05, T 105va07 

B  ahen wearliche to biwiten us_seoluen wiðþe unwiht 

R  ahen wearliche . bi_witen / us_seoluen . wiðþe unwiht 

T  ahen warliche to wite7n us_seluen / wiðþe vnwiht3

このように3写本をパラレルに並べる試みは、中野（1998）と狩野（2006）

にも見られるが、本研究では異なった編集方針を採用している。

4 SWの刊本
SWのテキストが収録されている刊本を年代を追って紹介する。Mossé

（1952）を除いて SWの全テキストが掲載されている。最も古い刊本は、

Morris（1868）のEETS（OS 34）、Old English Homilies and Homiletic

Treatisesである。本文はB写本を基にしたdiplomatic textであるが、マージ

ンや注にRT写本との異同が示されている。20世紀初頭にはドイツから2冊
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3 パラレルテキストで使用されている記号は、以下のような役割を持っている。

% 写本では語が結合して書かれているが、別の語として分割する。

＿ 写本では別の語として離して書かれているが、結合する。

／ 写本で改行している箇所。

$ $ イニシャル、彩色、太字等の装飾が施されており、特に顕著な文字。

[  ] 写本ではドットを文字の下に書いたり、ナイフ等で削ったりして削除され

た文字であることを示す。

P パラフマークを示す。

イタリック体の文字は、写本では省略記号により省略されていた文字であること

を示す。

この他に編集に用いた具体的な記号については、注2とOno and Scahill（2011: x-

xi）を参照のこと。



の刊本が出版された。一つは、Wagner（1907, 1908）、もう一つがBrandle

and Zippel（1917）である。Wagnerの刊本は、もっぱらSWのみを扱ってお

り、R写本に基づいている。1行の間にcaesuraをいれて詩行として整え、韻

文の形式で印刷した。もう一方のBrandle and Zippelの刊本4は、中英語読本

でありテキスト編集の際にもとにした写本はB写本であった。R写本とT写

本のvariant readingも収録されている。それに引き続き、イギリスでHall

（1920）がSelections from Early Middle Englishに写本を元にしたB写本全

テキストを収めた。HallはSWを韻文扱いにしたWagnerに反論し、頭韻にな

っていないことから散文であるとした。その後、Wilson（1938）は、もっぱ

らSWのみを扱っており、B, R, Tの3写本と、SWのソースであったラテン語

のDe Animaとその中英語訳であるThe Ayenbiet of Inwitの対応個所を2頁

見開きで並べた刊本で、詳細な序文、注、グロッサリーもついている。

Wilsonのテキストは、3写本ともdiplomatic textとなっている点が、従来の

刊本と大きく異なっている。SWは長さが短いのでアンソロジーにも全文を

収録できることから人気があり、Hall（1920）、Bennett and Smithers（1968）、

Miyabe（1974）のような中英語読本に入っている。これらはB写本に基づい

ているもののdiplomatic textというわけではなく、本文は編集が施されてい

る。特にBennett and Smithersは注とグロッサリーが充実しており、現在に

至るまで読本として最も信頼され、よく好まれている。Diplomatic textとし

て編集された刊本として重要なのは、次に出版されたd’Ardenne（1977）で

ある。これは、B写本のKatherine Groupすべてのテキストを忠実に転写し

たもので、写本の読み方だけでなくある程度R写本とT写本との異同につい

ても注で詳述されているため、言語的な研究には重要な刊本である。写本通

りに改行されている点も、diplomatic textとして読みやすい。最新の刊本は、

Millett and Wogan-Browne（1990）である。3写本の実際の読みについては

注を参照すればわかるようになっているものの、テキストは3写本を比較対

照して編者が最も良いものを選んだcritical textとなっており、左頁にテキ

ストを、右頁に対応する現代英語訳を配置している。

以下の刊本の出版状況を表にまとめた。
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4 未見のため、Millett（1996）の記述を参考にした。



表1 SWの刊本一覧

表1を見ると、刊本の編集は1868年MorrisのEETS版を端緒として、20世

紀前半から後半まで絶え間なく繰り返されて来たことがわかる。我々の研究

では、3写本のオリジナルの写字生が書いたテキストを再現することを目標

としている。現在、最新の刊本のMillett and Wogan-Browne（1990）は完全

なcritical textであるため、B写本の読みについてはむしろd’Ardenne（1977）
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が詳しく、Millett and Wogan-Browne（1990）以降に出版されたKatherine

GroupのコンコーダンスであるStevenson and Wogan-Browne（2000）も参

考になる。なお、このコンコーダンスの編集方針は、B写本の主要な写字生

の読みを再現しようとするもので、後の時代の写字生の修正加筆は除外して

いる。

5 B写本の検討結果
Stevenson and Wogan-Browne（2000）は、B写本とコンコーダンス作成の

ために編集したテキストとの異同は、IntroductionのAppendix 2に一覧表に

して明示しており、これによれば、SWでは12項目の異同があげられている。

時折、この一覧表にはあげられていないが、コンコーダンスに引用されてい

る行のテキストから、Stevenson and Wogan-Browneの写本の読み方が窺え

ることもあり、参考にすることができる。以下にそのリストを再録する

（Stevenson and Wogan-Browne 2000: xxi）。

d’Ardenne (1977) MS. B

72r08 þis þis（thorn is capital）

74r01 ; . 

74r20 na liht naliht

74v20 til tis

75r03 of oðres of þe oðres

75v15 tidinges tidingeS

78r04 him : him ; 5

78r18 feier : feier ; 

78v25 alles alles.
78v25 ledenes ledeneS

79r10 of eadi of þe eadi

80v23 [&] &（this is visible）
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5 “ ; ” means a punctus elevatus ( ) in Stevenson and Wogan-Browne (2000).



これらのうち、75v15と78v25の語末の大文字のSについては、我々が編

集しているパラレルテキストでは、語末の大文字Sは小文字の場合と区別は

しないことにしたので対象外となる。それ以外の項目は、写本のマイクロフ

ィルムやデジタルファイルと照合した結果、実際の写本調査が必要となる

80v23を除いては、ほぼStevenson and Wogan-Browneの指摘通りであること

を確認した。

d’Ardenne（1977）の転写の修正は、d’Ardenne（1977）の書評のMillett（1979）

に6項目、Diensberg（1981）に2項目指摘されている。Stevenson and Wogan-

Browne（2000）のリストの中では、74v20、79v10が重複している。

次に、本研究で明らかになったB写本の読みについて幾つか取り上げて述

べたい。各項目でフォリオ番号と行番号の次に書かれているのが、写本通り

の読みである。

1） 72r24“husewif : ”

“husewif”のあとのコロンは、d’Ardenne（1977）では inverted semi-

colonとなっている。Stevenson and Wogan-Browne（2000）の一覧表に

も載っていないし、コンコーダンス・テキストでもコロンに修正されて

いない。

2） 72v20“vre”

d’Ardenne（1977）では“v”が大文字になっているが、Stevenson and

Wogan-Browne（2000）の一覧表にも載っていないし、コンコーダン

ス・テキストでも大文字である。

3） 74r08“trowðe”

d’Ardenne（1977）は本文中は“trowð”としているが、脚注では“trowðe”

と引用している。Stevenson and Wogan-Browne（2000）の一覧表には

載っていないが、コンコーダンス・テキスト中では“trowðe”と修正さ

れている。Millett（1979）でも修正すべき項目としてあげてある。

4） 74r12“þer_towart”

d’Ardenne（1977）は“þer toward”としている。語末の“t”の異同に

ついてStevenson and Wogan-Browne（2000）の一覧表にはないものの、

コンコーダンス・テキストでは“þer_towart”となっている。Millett

（1979）でも言及あり。

5） 74v16“mare .”
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d’Ardenne（1977）は“mare”の後のpunctusをコンマとしている。

Stevenson and Wogan-Browne（2000）の一覧表にないが、コンコーダ

ンス・テキストではpunctusとなっている。

6） 75v16“$N$v”

d’Ardenne（1977）の転写では、“N”は書かれていないがマージンにキ

ャッチワードが示されていることを表している。実際写本では“N”は

見えている。これもStevenson and Wogan-Browne（2000）の一覧表に

は載っていないが、コンコーダンス・テキスト中では“NV”と修正さ

れている。

7） 76v18 “wurð .”

d’Ardenne（1977）は “wurð ”の後のpunctusがない。Stevenson and

Wogan-Browne（2000）の一覧表では言及されてないが、コンコーダン

ス・テキストではpunctusが加筆されている。Millett（1979）でも言及

あり。

8） 77r04“þurh me ne”

d’Ardenne（1977）は“þurh me ne”の部分が欠落している。Stevenson

and Wogan-Browne（2000）の一覧表にないが、コンコーダンス・テキ

ストでは入っている。Millett（1979）、Diensberg（1981）ともに言及あ

り。

9） 79r14  “wunieð [ ]”

写本では、“wunieð ”の後にシミのような点がある。d’Ardenne（1977）

は本文には何も記していないが、注では“trace of erasure of a letter”

と説明している。文字の一部であるのか句読点であるのかはっきりしな

いため、実際の写本調査が必要である。Stevenson and Wogan-Browne

（2000）は、一覧表でもコンコーダンス・テキストでもこの点について

は言及がない。

10）80r03  “o (f)”

80rと80vは写本の状態が悪いため、判読しにくいところが多々見られ

る。d’Ardenne（1977）は それにもかかわらず何らかの文字で転写をし

ている。ここも“os”と転写しているが、写本のマイクロフィルムやデ

ジタルファイルでは判読が難しいため、実物の写本を調査する必要があ

る。Stevenson and Wogan-Browne（2000）は、d’Ardenne（1977）と同
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じく“os”と読んでいるが、unexpected word（写本の状態や写字生の

転写ミス等により判読困難個所）の印をつけて注意を喚起している。

11）80v02  “anan_riht”

写本では“anan_riht”の後には句読点は何もないが、d’Ardenne（1977）

ではpunctusが入っている。Stevenson and Wogan-Browne（2000）は

d’Ardenne（1977）と同じで、やはりpunctusが入っている。

12）80v05  “wið”

写本では“wið”の後には句読点は何もないように見えるが、d’Ardenne

（1977）ではpunctusが入っている。Stevenson and Wogan-Browne

（2000）はd’Ardenne（1977）を踏襲しており、punctusが入っている。

なお、d’Ardenne（1977）の注によれば、“wið”の後は“a dot erased”

となっている。

以上のように、B写本の読みをd’Ardenne（1977）とStevenson and Wogan-

Browne（2000）の異同一覧表やコンコーダンス・テキストと照合したとこ

ろ、一覧表には載っていないけれども、コンコーダンス・テキストでは修正

済みの項目がかなりあることがわかった。また、Stevenson and Wogan-

Browne（2000）でも指摘されていなかった写本の正確な読みもいくつか明

らかにすることができた。これらについては、実際の写本との照合を経て、

最終確定する予定である。

6 R写本の検討結果
R写本については、先行する刊本はWilson（1938）となる。本研究で行っ

たR写本の読みをWilson（1938）と照合したところ、a、f、þなどの文字に
ついて大文字か小文字かの判定に体系だった違いが見られた。その他、文字

や句読点の読みについて、Wilson（1938）の修正箇所のいくつかを紹介する。

各項目ごとにB写本のフォリオ番号行番号、それに対応するR写本のフォリ

オ番号行番号と写本の読みが示され、Wilson（1938）の該当箇所ではどのよ

うな扱いになっているか付記してある。

1） 72r22: R 1r23“gulteð”
Wilson（1938）では“gulted”である。

2） 72v08: R 1v10“irobbet .”
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Wilson（1938）ではpunctusが抜けている。

3） 72v08: R 1v10“tresur .”

Wilson（1938）ではpunctusではなく、punctus elevatusとなっている。

4） 73r18: R 2r19“þe”

Wilson（1938）では“e”がイタリック体、すなわち省略されていると見

なして転写されている。

5） 73v06: R 2v09“ham .”“com .”

Wilson（1938）では二箇所ともpunctusが抜けている。

6） 73v08: R 2v11“god .”

Wilson（1938）ではpunctusが抜けている。ただし、この点は色が薄いの

で写本を確認する必要がある。

7） 74r06: R 3r08“warschpe”

Wilson（1938）では“warschipe”である。

8） 74r16: R 3v18“earre & derueð”
Wilson（1938）には“&”はない。

9） 75r09: R 4r12“feder &”

Wilson（1938）ではpuctus elevatusではなくて、punctusとなっている。

10）76r12: R 5r17“feont ”

Wilson（1938）ではpuctus elevatusではなくて、punctusとなっている。

11）76r19: R 5v02“na_þing . heardes”

Wilson（1938）ではpunctusが抜けている。

12）76r24: R 5v07“hard . of”

Wilson（1938）ではpunctusが抜けている。

13）77v07: R 6v17“wið”
Wilson（1938）は写本通り“wið”と転写しているが、d’Ardenne（1977）

の注ではRは“mid”と誤って書いている。

14）78r22: R 7v08“ant”

Wilson（1938）では省略記号が用いられているのに、写本は“ant”とし

ている。

15）80r07: R 9r17“sunderliche .”

Wilson（1938）ではpunctusではなくて、puctus elevatusとなっている。

16）80r16: R 9v01“icwemet”
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Wilson（1938）では“icwemet”の後にpunctusがある。

R写本の転写に関して本文の文字の読み方で修正が必要なところは少ない

が、句読点に関しては見落としが見られることがわかった。

7 T写本の検討結果
T写本についても、先行する刊本はWilson（1938）となる。R写本の場合

と同様に、Wilson（1938）と照合したところ、〈a〉、〈f〉、〈þ〉などの文字に
ついて大文字か小文字かの判定に体系だった違いが見られた。その他の異同

箇所のいくつかを以下にまとめた。

1） 72r16: T 105va25“hinen ?”

Wilson（1938）ではquestion markではなくpuctus elevatusとなっている。

2） 72v24: T106ra18“feorðe . P”

Wilson（1938）はparaph markを落としている。

3） 73r14: T 106rb11“hon”

Wilson（1938）は省略されていた文字を“m”とした。

4） 73r18: T 106rb18“muð ”
Wilson（1938）ではpuctus elevatusではなくて、punctusとなっている。

5） 73r19: T 106rb20“honden ”

Wilson（1938）ではpuctus elevatusではなくて、punctusとなっている。

6） 73v14: T 106va20“&”

Wilson（1938）は“&”を“and”と転写している。

7） 73v17: T 106va24“vn-/mumdlinge”

Wilson（1938）は“vnmunidlinge”と読んでおり、minim lettersの解釈が

違っている。

8） 74v14: T 107rb13“nuten [hwa] ha”

写本では“nuten”と“ha”の間に“hwa”が削除されている。しかし、

Wilson（1938）は注で“hw”のみが削除されたとし、本文には挿入して

いない。

9） 75r20: T 107vb09“te”

Wilson（1938）では“to”と転写している。すでにd’Ardenne（1977）は

注で“to”と読むのは間違いであると指摘している。

10）76r13: T 108va03“him ? Godd”
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Wilson（1938）では“?”ではなくpunctus elevatusとしている。

11）80v09: T 111va22“ende . P”

Wilson（1938）はparaph markを落としている。

T写本では、R写本と同様に、いくつかも文字の読み方と句読点の取り違え

やパラフマークの欠落などが見られた。過去に出版された刊本では、句読点

にはあまり注意を払っていないことが多いが、本研究のパラレルテキストで

は、句読点にまで細心の注意を払って編集を行った。

8 まとめ
本研究で最も重要である3写本のdiplomatic textがほぼ完成し、パラレル

に並べる作業、今までの研究で言及されていなかった新たな写本の読みにつ

いて、5、6、7に示したように、いくつかの修正と提案をすることができた。

特にRT写本は、数々の刊本編集や写本検証をへているB写本とくらべて、

写本の精査が十分であったとは言いがたい。本研究であらたにWilson（1938）

の修正箇所が明らかに出来たことは、大いに写本研究に貢献できたと言える。

しかしながら、まだ実際に写本を調査しないと判定できない箇所も多々あり、

それらの多くは本論には含まれていない。現地での写本調査は今年度実施す

る予定であるので、その結果をへて最終的なdiplomatic textが完成すること

になる。パラレルテキスト作成はSW研究の新たな研究ツールとなり、それ

に伴う本文校訂は今まで行われて来たB写本の精読に加えて残りのRT2写本

についても正確な写本判読をさらに押し進めるものである。パラレルテキス

トが完成した後には、Katherine Groupの作品群が書かれているB言語と

Ancrene Wisseが書かれているA言語、そして13世紀中南西部方言の関係に

ついて新たな知見を得ることができるであろう。
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